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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 流 体 吐 出 装 置 で あ っ て 、
　 流 体 を 収 容 す る 容 器 （ １ ０ ） と 、
　 吐 出 口 （ ２ １ ） を 有 す る 吐 出 ヘ ッ ド （ ２ ０ ） と 、
　 前 記 吐 出 口 （ ２ １ ） を 介 し て 前 記 流 体 の 少 な く と も 一 部 を 吐 出 す る た め の ピ ス ト ン （ ４  
５ ； ７ ０ ） と 、
　 作 動 中 に 前 記 容 器 （ １ ０ ） を 前 記 吐 出 口 （ ２ １ ） に 連 通 さ せ る 通 過 手 段 （ ４ ０ ） と
を 備 え 、
　 作 動 ま で は 、 前 記 容 器 （ １ ０ ） は 閉 塞 要 素 （ ２ ５ ） に よ り 密 閉 状 態 で 塞 が れ 、
　 前 記 通 過 手 段 （ ４ ０ ） は 、
　 前 記 吐 出 ヘ ッ ド （ ２ ０ ） に 固 定 さ れ る 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） を 含 み 、
　 作 動 中 に 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） が 前 記 閉 塞 要 素 （ ２ ５ ） の 周 囲 を 摺 動 す る こ と に  
よ り 、 前 記 通 過 手 段 （ ４ ０ ） が 開 放 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） の 上 に 、 半 径 方 向 ガ ス ケ ッ ト （ ７ ０ ） が 組 み 付 け ら れ る こ と  
に よ り ピ ス ト ン が 構 成 さ れ 、
　 作 動 中 に 、 前 記 ピ ス ト ン は 前 記 容 器 （ １ ０ ） と 密 閉 状 態 で 協 働 す る こ と に よ り 、 前 記 流  
体 を 前 記 吐 出 口 （ ２ １ ） に 向 け て 流 動 さ せ る

請求項の数　15　（全10頁）
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こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） は 、 ピ ス ト ン を 構 成 す る リ ッ プ （ ４ ５ ） と 一 体 形 成 さ れ 、
　 作 動 中 に 、 前 記 リ ッ プ （ ４ ５ ） は 前 記 容 器 （ １ ０ ） と 密 閉 状 態 で 協 働 す る こ と に よ り 、  
前 記 流 体 を 前 記 吐 出 口 （ ２ １ ） に 向 け て 流 動 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ッ プ （ ４ ５ ） は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） の 軸 方 向 近 位 縁 部 に 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） お よ び 前 記 リ ッ プ （ ４ ５ ） は 、 前 記 吐 出 ヘ ッ ド （ ２ ０ ） の 内  
部 に お い て 前 記 吐 出 口 （ ２ １ ） の 上 流 に 配 置 さ れ る 中 空 部 材 （ ６ ０ ） と 一 体 形 成 さ れ 、
　 前 記 中 空 部 材 （ ６ ０ ） は 、 吐 出 路 （ ６ １ ） を 規 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） は 、 前 記 吐 出 ヘ ッ ド （ ２ ０ ） の 内 部 に お い て 前 記 吐 出 口 （ ２  
１ ） の 上 流 に 配 置 さ れ る 中 空 部 材 （ ６ ０ ） に 組 み 付 け ら れ 、
　 前 記 中 空 部 材 （ ６ ０ ） は 、 吐 出 路 （ ６ １ ） を 規 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 中 空 部 材 （ ６ ０ ） は 、 前 記 吐 出 口 （ ２ １ ） の す ぐ 上 流 に お い て 噴 霧 用 の 輪 郭 形 状 を  
規 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） の 内 側 が 、 １ つ 以 上 の 溝 や ス プ ラ イ ン な ど を 有 す る 形 状 で あ  
る こ と に よ り 、
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） が 前 記 閉 塞 要 素 （ ２ ５ ） の 周 囲 に 位 置 す る と き に 、 前 記 閉 塞  
要 素 （ ２ ５ ） の 周 囲 に 流 路 が １ つ 以 上 形 成 さ れ て 、 前 記 通 過 手 段 （ ４ ０ ） が 開 放 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） の 円 筒 壁 の 外 側 が 、 １ つ 以 上 の 溝 や ス プ ラ イ ン な ど を 有 す る  
形 状 で あ る こ と に よ り 、
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） が 前 記 閉 塞 要 素 （ ２ ５ ） の 周 囲 に 位 置 す る と き に 、 前 記 中 空  
ス リ ー ブ （ ４ １ ） の 外 側 と 前 記 容 器 （ １ ０ ） の 内 壁 と の 間 で 、 前 記 閉 塞 要 素 （ ２ ５ ） の 周  
囲 に 流 路 が １ つ 以 上 形 成 さ れ て 、 前 記 通 過 手 段 （ ４ ０ ） が 開 放 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 中 空 ス リ ー ブ （ ４ １ ） は 、 液 体 を 前 記 吐 出 路 （ ６ １ ） に 向 け て 案 内 す る た め の 半 径  
方 向 流 路 （ ４ ２ ） を 有 し 、
　 前 記 半 径 方 向 流 路 （ ４ ２ ） に 対 し て 軸 方 向 近 位 側 に 、 前 記 ピ ス ト ン （ ４ ５ ， ７ ０ ） が 配  
置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 従 属 す る 場 合 の 請 求 項 ９ に 記 載 の 流 体  
吐 出 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 閉 塞 要 素 （ ２ ５ ） は 、 ボ ー ル で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 閉 塞 要 素 （ ２ ５ ） は 、 円 筒 状 の 栓 部 材 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 前 記 閉 塞 要 素 （ ２ ５ ） は 、 エ ラ ス ト マ ー ま た は 熱 可 塑 性 材 料 で 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 容 器 （ １ ０ ） は 、 １ 回 の 作 動 に よ り 吐 出 さ れ る べ き １ 回 分 の 分 量 の 流 体 を 収 容 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 容 器 （ １ ０ ） は 、 連 続 す る ２ 回 の 作 動 に よ り 吐 出 さ れ る べ き ２ 回 分 の 分 量 の 流 体 を  
収 容 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 流 体 吐 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 流 体 吐 出 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 よ り 詳 細 に は 、 流 体 状 の 医 薬 品 を ユ ー ザ に 投 与 す る た め の 鼻 噴 霧 器 の よ う な  
流 体 吐 出 装 置 に 関 す る が 、 香 水 や 化 粧 品 の 吐 出 装 置 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 装 置 で は 、 作 動 中 に 栓 部 材 （ s t o p p e r ） ま た は ピ ス ト ン が 針 で 穿 孔 さ れ る の が  
一 般 的 で あ る 。 こ の 技 術 で は 特 に 、 穿 孔 時 に 分 離 さ れ る 栓 部 材 の 粒 子 に よ り 流 体 が 汚 染 さ  
れ る 危 険 が あ る 。 ま た 場 合 に よ っ て は 、 容 器 か ら 吐 出 口 へ 至 る 導 管 が 粒 子 に よ り 全 面 的 に  
ま た は 部 分 的 に 塞 が れ る こ と が あ る の で 、 吐 出 装 置 が 故 障 す る 危 険 が あ る 。 さ ら に 、 穿 刺  
針 の 設 置 は 、 特 に 装 置 内 で の 穿 刺 針 の 向 き や 保 持 位 置 に よ っ て は 、 複 雑 に な る こ と が あ る  
の で 、 吐 出 装 置 が 故 障 す る 危 険 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ ～ ３ に は 、 従 来 の 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 仏 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ７ ７ ５ ９ ６ ３ 号 明 細 書
国 際 公 開 第 ０ ０ ／ ７ １ ２ ６ ２ 号
国 際 公 開 第 ２ ０ １ ６ ／ ０ ９ ７ ６ ０ ３ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 欠 点 が な い 流 体 吐 出 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 の 目 的 は 、 流 体 が 汚 染 さ れ る 危 険 を 回 避 ま た は 低 減 し た 流 体 吐  
出 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 故 障 の 危 険 を 回 避 ま た は 低 減 し た 流 体 吐 出 装 置 を 提 供 す る こ と で  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 製 造 お よ び 組 立 が 容 易 で 安 価 な 流 体 吐 出 装 置 を 提 供 す る こ  
と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 よ っ て 本 発 明 は 、 流 体 吐 出 装 置 で あ っ て 、 流 体 を 収 容 す る 容 器 と 、 吐 出 口 を 有 す る 吐 出  
ヘ ッ ド と 、 前 記 吐 出 口 を 介 し て 前 記 流 体 の 少 な く と も 一 部 を 吐 出 す る た め の ピ ス ト ン と 、  
作 動 中 に 前 記 容 器 を 前 記 吐 出 口 に 連 通 さ せ る 通 過 手 段 と を 備 え る 流 体 吐 出 装 置 を 提 供 す る  
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。 作 動 ま で は 、 前 記 容 器 は 閉 塞 要 素 に よ り 密 閉 状 態 で 塞 が れ る 。 前 記 通 過 手 段 は 、 前 記 吐  
出 ヘ ッ ド に 固 定 さ れ る 中 空 ス リ ー ブ を 含 む 。 作 動 中 に 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ が 前 記 閉 塞 要 素  
の 周 囲 を 摺 動 す る こ と に よ り 、 前 記 通 過 手 段 が 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 有 利 な 変 形 例 で は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ の 上 に 、 半 径 方 向 ガ ス ケ ッ ト が 組 み 付 け ら  
れ る こ と に よ り ピ ス ト ン が 構 成 さ れ 、 作 動 中 に 、 前 記 ピ ス ト ン は 前 記 容 器 と 密 閉 状 態 で 協  
働 す る こ と に よ り 、 前 記 流 体 を 前 記 吐 出 口 に 向 け て 流 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 有 利 な 変 形 例 で は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ は 、 ピ ス ト ン を 構 成 す る リ ッ プ と 一 体 形 成  
さ れ 、 作 動 中 に 、 前 記 リ ッ プ は 前 記 容 器 と 密 閉 状 態 で 協 働 す る こ と に よ り 、 前 記 流 体 を 前  
記 吐 出 口 に 向 け て 流 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 有 利 に は 、 前 記 リ ッ プ は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ の 軸 方 向 近 位 縁 部 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 有 利 に は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ お よ び 前 記 リ ッ プ は 、 前 記 吐 出 ヘ ッ ド の 内 部 に お い て 前 記  
吐 出 口 の 上 流 に 配 置 さ れ る 中 空 部 材 と 一 体 形 成 さ れ 、 前 記 中 空 部 材 は 、 吐 出 路 を 規 定 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 変 形 例 で は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ は 、 有 利 に は 、 前 記 吐 出 ヘ ッ ド の 内 部 に お い て 前 記 吐 出  
口 の 上 流 に 配 置 さ れ る 中 空 部 材 に 組 み 付 け ら れ 、 前 記 中 空 部 材 は 、 吐 出 路 を 規 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 有 利 に は 、 前 記 中 空 部 材 は 、 前 記 吐 出 口 の す ぐ 上 流 に お い て 噴 霧 用 の 輪 郭 形 状 （ p r o f i l e  
） を 規 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 有 利 に は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ の 内 側 が 、 １ つ 以 上 の 溝 や ス プ ラ イ ン な ど を 有 す る 形 状 で  
あ る こ と に よ り 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ が 前 記 閉 塞 要 素 の 周 囲 に 位 置 す る と き に 、 前 記 閉 塞 要  
素 の 周 囲 に 流 路 が １ つ 以 上 形 成 さ れ て 、 前 記 通 過 手 段 が 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 変 形 例 で は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ の 円 筒 壁 の 外 側 が 、 有 利 に は 、 １ つ 以 上 の 溝 や ス プ ラ イ  
ン な ど を 有 す る 形 状 で あ る こ と に よ り 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ が 前 記 閉 塞 要 素 の 周 囲 に 位 置 す  
る と き に 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ の 外 側 と 前 記 容 器 の 内 壁 と の 間 で 、 前 記 閉 塞 要 素 の 周 囲 に 流  
路 が １ つ 以 上 形 成 さ れ て 、 前 記 通 過 手 段 が 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 有 利 に は 、 前 記 中 空 ス リ ー ブ は 、 液 体 を 前 記 吐 出 路 に 向 け て 案 内 す る た め の 半 径 方 向 流  
路 を 有 し 、 前 記 半 径 方 向 流 路 に 対 し て 軸 方 向 近 位 側 に 、 前 記 ピ ス ト ン が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 有 利 に は 、 前 記 閉 塞 要 素 は 、 ボ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 変 形 例 で は 、 前 記 閉 塞 要 素 は 、 円 筒 状 の 栓 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 有 利 に は 、 前 記 閉 塞 要 素 は 、 エ ラ ス ト マ ー ま た は 熱 可 塑 性 材 料 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 容 器 は 、 １ 回 の 作 動 に よ り 吐 出 さ れ る べ き １ 回 分 の 分  
量 の 流 体 を 収 容 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ２ の 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 容 器 は 、 連 続 す る ２ 回 の 作 動 に よ り 吐 出 さ れ る べ き ２  
回 分 の 分 量 の 流 体 を 収 容 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 に 示 す 詳 細 な 説 明 お よ び 添 付 の 図 面 は 、 非 限 定 的 な 例 に 基 づ い て 本 発 明 の 特 徴 や 利  
点 を 明 確 に す る も の で あ る 。



10

20

30

40

50

JP 7233431 B2 2023.3.6(5)

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 有 利 な 実 施 形 態 に 係 る 流 体 吐 出 装 置 の 作 動 前 の 待 機 状 態 を 模 式 的  
に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 作 動 開 始 時 の 流 体 吐 出 装 置 を 示 す 、 図 １ に 類 似 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 作 動 終 了 時 の 流 体 吐 出 装 置 を 示 す 、 図 １ お よ び 図 ２ に 類 似 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 閉 塞 要 素 の 第 １ の 変 形 例 を 示 す 、 図 ３ に 類 似 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 閉 塞 要 素 の 第 ２ の 変 形 例 を 示 す 、 図 １ に 類 似 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 図 １ ～ 図 ５ の ノ ズ ル の 変 形 例 を 詳 細 に 示 す 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ  
） に お け る 詳 細 部 分 Ａ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 有 利 な 実 施 形 態 に 係 る 流 体 吐 出 装 置 の 作 動 前 の 待 機 状 態 を 模 式 的  
に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） は 中 空 ス リ ー ブ の 有 利 な 変 形 例 を 詳 細 に 示 す 一 部 を 切 り 欠 い た 図 で あ り 、  
（ ｂ ） は 中 空 ス リ ー ブ の 他 の 有 利 な 変 形 例 を 詳 細 に 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 の 説 明 で は 、 用 語 「 近 位 」 お よ び 「 遠 位 」 は 、 吐 出 口 に 対 す る 相 対 的 位 置 を 表 す 。  
用 語 「 軸 方 向 」 お よ び 「 半 径 方 向 」 は 、 図 ３ に 具 体 的 に 示 す 縦 中 心 軸 Ｘ に 対 す る 相 対 的 方  
向 を 表 す 。 用 語 「 上 流 」 お よ び 「 下 流 」 は 、 作 動 中 に 流 体 が 流 れ る 方 向 を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 １ の 有 利 な 実 施 形 態 の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ の 本 体 の 内 側 に 、 容 器 １ ０ が 配 置 さ れ る 。 容 器 １  
０ は 、 吐 出 用 の 流 体 、 典 型 的 に は 液 体 を 収 容 す る 。 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ の 吐 出 口 ２ １ の 向 き は  
、 図 示 の 実 施 形 態 で は 軸 方 向 で あ る が 、 半 径 方 向 の よ う な 他 の 方 向 で も よ い 。 ユ ー ザ が 装  
置 を 作 動 さ せ る と 、 １ 回 分 の 分 量 の 流 体 が 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ か ら 吐 出 口 ２ １ を 介 し て 吐 出 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 有 利 に は 、 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ は 、 軸 方 向 近 位 端 部 に 吐 出 口 ２ １ を 有 す る 鼻 用 エ ン ド ピ ー ス  
２ ２ と 、 半 径 方 向 フ ラ ン ジ ２ ３ を 介 し て 鼻 用 エ ン ド ピ ー ス ２ ２ に 接 続 さ れ る 側 方 部 分 ２ ４  
と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 有 利 に は 、 中 空 部 材 ６ ０ は 、 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ の 内 部 に お い て 吐 出 口 ２ １ の 上 流 に 配 置 さ  
れ 、 吐 出 路 ６ １ を 規 定 す る 。 ま た 有 利 に は 、 中 空 部 材 ６ ０ は 、 吐 出 口 ２ １ の す ぐ 上 流 に お  
い て 、 噴 霧 用 の 輪 郭 形 状 を 規 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ０ は 、 有 底 の 中 空 体 か ら な り 、 そ の 唯 一 の 開 口 部 は 閉 塞 要  
素 ２ ５ に よ り 塞 が れ る 。 容 器 １ ０ は 、 装 置 の １ 回 の 作 動 に よ り 吐 出 さ れ る べ き １ 回 分 の 分  
量 の 流 体 を 収 容 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 閉 塞 要 素 ２ ５ は 、 図 １ ～ 図 ３ お よ び 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ボ ー ル か ら 構 成 す る こ と  
が で き る 。 こ の ボ ー ル は 、 金 属 で 形 成 で き る が 、 有 利 に は エ ラ ス ト マ ー ま た は 熱 可 塑 性 材  
料 で 形 成 で き る 。 例 え ば 、 環 状 オ レ フ ィ ン 共 重 合 体 （ Ｃ Ｏ Ｃ ） や Ｃ Ｏ Ｃ エ ラ ス ト マ ー で 形  
成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ に 示 す 変 形 例 で は 、 閉 塞 要 素 ２ ５ の 遠 位 部 分 の 形 状 を 変 形 す る こ と に よ り 、 作 動 終  
了 時 の 容 器 １ ０ 内 の デ ッ ド ボ リ ュ ー ム が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ お よ び 図 ７ に 示 す 別 の 変 形 例 で は 、 閉 塞 要 素 ２ ５ は 、 注 射 器 用 ピ ス ト ン に 類 似 す る  
、 円 筒 状 の 栓 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 特 筆 す べ き は 、 図 ７ に 示 す よ う な 装 置 の 連 続 す る ２ 回 の 作 動 に よ り ２ 回 分 の 分 量 の 流 体  



10

20

30

40

50

JP 7233431 B2 2023.3.6(6)

が 吐 出 さ れ る ２ 回 吐 出 型 の 装 置 に も 、 本 発 明 を 適 用 で き る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 装 置 を 作 動 さ せ る た め に 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ０ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 示 の 変 形 例 で は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ０ は 、 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ に 対 し て 移 動 可 能 な ア ク チ  
ュ エ ー タ 本 体 ３ １ を 含 む 。 ア ク チ ュ エ ー タ 本 体 ３ １ は 、 容 器 １ ０ を 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ に 対 し  
て 軸 方 向 に 吐 出 口 ２ １ に 向 け て 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ は 通 過 手 段 ４ ０ を 含 む 。 装 置 の 作 動 中 、 通 過 手 段 ４ ０ は 容 器 １ ０ を 吐 出  
口 ２ １ に 連 通 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 通 過 手 段 ４ ０ は 、 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ ひ い て は 吐 出 口 ２ １ に 対 し て 固 定 さ  
れ た 中 空 ス リ ー ブ ４ １ を 含 む 。 こ の 中 空 ス リ ー ブ ４ １ が 作 動 中 に 閉 塞 要 素 ２ ５ と 協 働 す る  
こ と に よ り 、 通 過 手 段 ４ ０ が 開 放 さ れ る 。 図 面 か ら 分 か る と お り 、 作 動 中 に 中 空 ス リ ー ブ  
４ １ が 閉 塞 要 素 ２ ５ の 周 囲 で 摺 動 し て 、 閉 塞 要 素 ２ ５ が 中 空 ス リ ー ブ ４ １ に 入 り 込 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 中 空 ス リ ー ブ ４ １ は 、 ピ ス ト ン を 構 成 す る リ ッ プ ４ ５ と 一 体 形 成 で き る 。 作 動 中 に リ ッ  
プ ４ ５ が 容 器 １ ０ と 密 閉 状 態 で 協 働 す る こ と に よ り 、 流 体 は 吐 出 口 ２ １ に 向 か っ て 流 動 す  
る 。 図 １ ～ 図 ５ お よ び 図 ８ （ ｂ ） に こ の よ う な 変 形 例 を 示 す 。 こ の 構 成 で は 、 リ ッ プ ４ ５  
は 中 空 ス リ ー ブ ４ １ の 軸 方 向 近 位 縁 部 に 形 成 さ れ る 。 有 利 に は 、 図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う に  
、 中 空 ス リ ー ブ ４ １ お よ び リ ッ プ ４ ５ は 中 空 部 材 ６ ０ と 一 体 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 変 形 例 と し て は 、 図 ６ （ ａ ） 、 図 ６ （ ｂ ） 、 図 ７ お よ び 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 半 径  
方 向 ガ ス ケ ッ ト ７ ０ が 中 空 ス リ ー ブ ４ １ の 上 に 組 み 付 け ら れ て ピ ス ト ン が 構 成 さ れ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 他 の 変 形 例 と し て は 、 図 ６ （ ａ ） 、 図 ６ （ ｂ ） 、 図 ７ 、 図 ８ （ ａ ） お よ び 図 ８ （ ｂ ） に  
示 す よ う に 、 中 空 ス リ ー ブ ４ １ お よ び ピ ス ト ン 、 言 い 換 え れ ば 、 中 空 ス リ ー ブ ４ １ お よ び  
リ ッ プ ４ ５ 、 ま た は 中 空 ス リ ー ブ ４ １ お よ び 半 径 方 向 ガ ス ケ ッ ト ７ ０ は 、 中 空 部 材 ６ ０ に  
組 み 付 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ５ お よ び 図 ８ （ ａ ） に 示 す 第 １ の 有 利 な 変 形 例 で は 、 中 空 ス リ ー ブ ４ １ の 内 側  
は 、 １ つ 以 上 の 溝 や ス プ ラ イ ン な ど を 有 す る 形 状 で あ る 。 中 空 ス リ ー ブ ４ １ に 閉 塞 要 素 ２  
５ が 入 り 込 む と 、 中 空 ス リ ー ブ ４ １ の 内 側 の 溝 や ス プ ラ イ ン な ど を 介 し て 、 閉 塞 要 素 ２ ５  
の 周 囲 に 流 路 が １ つ 以 上 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 容 器 １ ０ と 中 空 部 材 ６ ０ の 吐 出 路 ６ １  
が 連 通 し 、 通 過 手 段 ４ ０ が 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ （ ａ ） 、 図 ６ （ ｂ ） 、 図 ７ お よ び 図 ８ （ ｂ ） に 示 す 第 ２ の 有 利 な 変 形 例 で は 、 中 空  
ス リ ー ブ ４ １ の 円 筒 壁 の 外 側 は 、 １ つ 以 上 の 溝 や ス プ ラ イ ン な ど を 有 す る 形 状 で あ る 。 中  
空 ス リ ー ブ ４ １ に 閉 塞 要 素 ２ ５ が 入 り 込 む と 、 中 空 ス リ ー ブ ４ １ の 外 側 の 溝 や ス プ ラ イ ン  
な ど を 介 し て 、 中 空 ス リ ー ブ ４ １ の 外 側 と 容 器 １ ０ の 内 壁 の 間 で 、 閉 塞 要 素 ２ ５ の 周 囲 に  
流 路 が １ つ 以 上 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 通 過 手 段 ４ ０ が 開 放 さ れ る 。 こ の 構 成 で は 、 液  
体 を 吐 出 路 ６ １ に 向 け て 案 内 す る 半 径 方 向 流 路 ４ ２ が 設 け ら れ る 。 半 径 方 向 流 路 ４ ２ に 対  
し て 軸 方 向 近 位 側 に 、 ピ ス ト ン ４ ５ ， ７ ０ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 下 に 装 置 の 動 作 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 典 型 的 に は 、 図 示 の 例 で 、 ユ ー ザ は 、 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ に 設 け ら れ た 半 径 方 向 フ ラ ン ジ ２  
３ に 指 を ２ 本 載 せ て 、 ア ク チ ュ エ ー タ 本 体 ３ １ の 軸 方 向 遠 位 側 底 部 ３ ２ を 親 指 で 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】



10

20

30

40

50

JP 7233431 B2 2023.3.6(7)

　 こ の 動 作 に よ り 、 容 器 １ ０ が 吐 出 口 ２ １ に 向 か っ て 軸 方 向 に 押 さ れ る の で 、 中 空 ス リ ー  
ブ ４ １ が 閉 塞 要 素 ２ ５ の 周 囲 を 摺 動 し て 、 閉 塞 要 素 ２ ５ は 中 空 ス リ ー ブ ４ １ に 入 り 込 む 。  
そ し て 容 器 １ ０ 内 の 流 体 が 吐 出 口 ２ １ に 流 入 し 、 ユ ー ザ に よ り 押 入 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ  
本 体 ３ １ が ピ ス ト ン ４ ５ ， ７ ０ を 容 器 １ ０ の 内 部 を 移 動 さ せ て 、 流 体 が 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 示 は し な い が 、 別 の 実 施 形 態 で は 、 容 器 は 、 開 口 部 を １ つ の み 有 す る 有 底 の 中 空 体 か  
ら 構 成 さ れ る の で は な く 、 軸 方 向 の 両 端 に 開 口 部 を 有 す る 中 空 円 筒 体 か ら 構 成 さ れ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 当 該 中 空 円 筒 体 の 近 位 端 は 、 第 １ 閉 塞 要 素 に よ り 塞 が れ 、 遠 位 端 は  
、 第 ２ 閉 塞 要 素 に よ り 塞 が れ る 。 こ れ ら ２ つ の 閉 塞 要 素 の 間 に 規 定 さ れ る 容 積 に 吐 出 用 流  
体 が 含 ま れ る 。 上 述 の よ う に 、 ユ ー ザ は 、 装 置 を 作 動 さ せ る と 、 ア ク チ ュ エ ー タ 本 体 を 軸  
方 向 に 押 圧 し て 吐 出 口 に 向 け て 摺 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ 閉 塞 要 素 が 容 器 の 内 部 を 移 動 す る 。 こ こ で 、 吐 出 用 流 体 は 非 圧 縮 性 流  
体 で あ る の で 、 第 ２ 閉 塞 要 素 が 移 動 す る と 、 第 １ 閉 塞 要 素 が 固 定 の 中 空 ス リ ー ブ に 向 か っ  
て 移 動 す る 。 そ う す る と 第 １ 閉 塞 要 素 は 中 空 ス リ ー ブ に 取 り 囲 ま れ る 。 容 器 内 の 流 体 は 、  
中 空 ス リ ー ブ と 第 １ 閉 塞 要 素 の 間 ま た は 中 空 ス リ ー ブ と 容 器 の 間 に 形 成 さ れ る 流 路 を 通 っ  
て 吐 出 さ れ る 。 第 ２ 閉 塞 要 素 は こ の よ う に ピ ス ト ン と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 述 の と お り 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 図 ７ に 示 す よ う な ２ 回 吐 出 型 の 装 置 に も 、 本 発 明  
を 適 用 で き る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 容 器 内 の 流 体 は 、 連 続 す る ２ 回 の 作 動 に よ り 吐 出 さ れ  
る 。 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ４ ／ １ ４ ７ ３ ２ ９ 号 に は 、 ２ 回 吐 出 型 の 装 置 の 例 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ７ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 ア ク チ ュ エ ー タ 本 体 ３ １ の 周 囲 に 、 外 方 部 材 ５ ０ が 組 み 付 け  
ら れ る 。 外 方 部 材 ５ ０ は 、 円 筒 ス リ ー ブ ５ １ と １ つ 以 上 の 傾 斜 タ ブ ５ ２ を 含 む 。 傾 斜 タ ブ  
５ ２ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ 本 体 ３ １ の 突 起 ３ ３ ， ３ ４ と 協 働 し て 連 続 作 動 を 実 行 す る よ う 構  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 好 ま し く は 外 方 部 材 ５ ０ の 軸 方 向 下 側 縁 部 ５ ６ を  
押 圧 し て 装 置 を 作 動 さ せ る 。 有 利 に は 、 円 筒 ス リ ー ブ ５ １ の 軸 方 向 近 位 端 部 ５ ５ と 吐 出 ヘ  
ッ ド ２ ０ の 側 方 部 分 ２ ４ に 設 け ら れ る 肩 部 ２ ６ と が 協 働 す る こ と に よ り 、 外 方 部 材 ５ ０ は  
吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ 内 に お い て 軸 方 向 に 保 持 さ れ る 。 外 方 部 材 ５ ０ と 吐 出 ヘ ッ ド ２ ０ の 間 に は  
、 図 ８ （ ａ ） に 示 す 戻 し ば ね ８ ０ が 装 着 さ れ る の で 、 作 動 終 了 の た び に 外 方 部 材 ５ ０ は そ  
の 開 始 位 置 に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 当 然 な が ら 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 定 義 す る よ う に 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 し な  
い 限 り 本 発 明 を 変 形 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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